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第1号 2024.4.20発行

1・2面 入学式

3面 今春の大学入試結果

4面 国体出場!高３小田君インタビュー

5面 丸山先生の本のはなし

6面 教員クイズ大会に出場／カフェだより

ラ・サール中学校・高等学校の入学式が行われました
2024年4月4日、本学園の入学式がヨセフホールで行われ、新中学1年生173名、新高校1年生212名がラ・サ

ールファミリーの仲間入りを果たしました。

私たちの学校では、生徒やOBを「ラ・サーリアン」と呼び、そのラ・サーリアンが卒業後も年齢や地域を

こえて家族のように密接な交流を続けます。その根元にある「家族のように助け合い、支え合う気持ち」を

私たちは「ファミリースピリット」と呼び、大切にしています。こうしてファミリーのメンバーが増えるこ

とは、ラ・サーリアンたちにも、そして私たち学校教職員・寮教職員にとってもとても幸せなことです。

初めてラ・サール学園での生活を始める新中1、他中出身の新高1はもちろんのこと、すでに中学3年間を

ラ・サールで過ごした新高1もさすがに緊張の面持ちで、式典に臨みました。

式典は中高別に行われましたが、式次第は共通で、入場し着席した新入生の名前が担任によって一人一人

読み上げられ、その生徒はその場で起立します。全員の点呼が終わると校長先生が「皆さんの入学を許可し

ます」と入学宣明を行い、続いて式辞を述べました。校長先生は手作りの風車を披露し、新入生に次のよう

に語りかけました。

。 、自分が風車だと想像してみてください 何があなたを動かしますか？ あなたにとっての風とは

何ですか？ これまでの成功を可能にした言葉、もの、自信、やる気、目標といったものが、これ

からも風として常にそばにあることを願います。

、 、 、思い通りにいかずに風が弱まり 風車の回転が弱まってしまった時は 自分の内側にある原動力

例えば家族からあなたへの愛や信頼、友情、自分自身や他者への信頼と尊敬などを思い出しましょ

う。動き続けることがきつくなったら、ご家族、友人、先生からの助言を風として、あなたという

風車を再び動かしましょう。

偉大な成功には時間と忍耐と意志の強さが必要です。諦めてはいけません。忍耐と強い精神力が

あれば、あなたが願うところまで行けます。今日は、自分の中にある大きな力を引き出すための新

たなステージの始まりです。

聖書には「神が人間に聖なる息を吹きかけ、彼は命を得た」と書かれています。あなたが「神の

息吹」を持ち、喜びと目的を持って生きることを神が望んでいることを忘れないでください。

その後、新入生代表が「校則を守り、勉学に励みます」と新入生宣誓を行い、来賓祝辞、保護者代表挨拶

をいただいて、式典は終了し、新入生は新たなスタートを切りました。
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（ ）ラ・サール高等学校 今春の大学入試結果 2024年4月16日現在

今春の卒業生 199名

国 立 大 学 現役 卒生 合計 医 現役 卒生 合計 医

北海道大学 2 2 4 1 愛知県立芸術大学 1 1

東北大学 1 1 名古屋市立大学 1 1 1

筑波大学 2 1 3 1 大阪公立大学 1 1 2 1

東京大学（合計） 24 13 37 奈良県立医科大学 1 1 1

文科１類 4 4 8 和歌山県立医科大学 1 1 1

文科２類 3 3 6 公 立 計 3 3 6 4

文科３類 2 2

理科１類 14 2 16 私 立 大 学 現役 卒生 合計 医

理科２類 2 2 4 岩手医科大学 2 2 2

理科３類 1 1 1 東北医科薬科大学 2 2 2

一橋大学 3 3 6 自治医科大学 1 3 4 4

東京工業大学 1 1 獨協医科大学 1 1 1

東京医科歯科大学 2 1 3 2 埼玉医科大学 1 1 1

埼玉大学 1 1 国際医療福祉大学 1 4 5 5

横浜国立大学 5 1 6 杏林大学 2 2 2

山梨大学 1 1 1 慶應義塾大学 8 17 25 2

新潟大学 1 1 1 国際基督教大学 1 1

浜松医科大学 1 1 1 順天堂大学 2 2 2

名古屋大学 1 1 上智大学 1 4 5

岐阜大学 1 1 昭和大学 1 1 1

三重大学 1 1 2 2 中央大学 3 11 14

京都大学 3 3 6 1 東海大学 1 2 3 2

京都工芸繊維大学 1 1 東京慈恵会医科大学 1 1 1

大阪大学 5 3 8 2 東京理科大学 2 18 20

大阪教育大学 1 1 日本医科大学 1 1 2 2

神戸大学 1 1 2 2 日本獣医生命科学大学 2 2

香川大学 1 1 1 明治大学 4 11 15

高知大学 1 1 1 早稲田大学 13 24 37

愛媛大学 1 1 1 北里大学 2 2 1

島根大学 1 1 1 愛知医科大学 1 1 1

広島大学 1 1 同志社大学 1 7 8

山口大学 1 1 2 2 立命館大学 9 9

九州大学 13 12 25 18 関西医科大学 4 4 4

佐賀大学 3 1 4 4 兵庫医科大学 1 1 1

長崎大学 2 4 6 4 久留米大学 2 5 7 7

熊本大学 3 6 9 8 産業医科大学 1 5 6 6

宮崎大学 3 3 3 福岡大学 7 1 8 3

鹿児島大学 6 9 15 13 その他 6 18 24

琉球大学 1 1 1 私 立 計 55 160 215 50

国 立 計 84 73 157 72

大 学 校 等 現役 卒生 合計 医

防衛医科大学校 4 4 4

防衛大学校 1 1 2 国・公・私大・大学校等 現役 卒生 合計

大学校等計 1 5 6 4 総計 143 241 384 130

※欄外の「医」は医学部医学科の合格者数を表しています。
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第１回 (高校3年)小田槇太朗君
石川県出身。ラ・サール中→ラ・サール高。中学時代から陸上と勉学の両

立に励み、2023年インターハイと鹿児島国体に県代表として出場しました。

（ （ ））インタビュアー 西本志織先生 国語科

――まず、進学先に本校を選んだ理由を教えてください。石川県出身だと、周囲にラ・サール進学者が多いわけではないけれど、どうい

う経緯で、鹿児島に来ることを決意したのかな。

小田：もともと中高一貫の学校を考えていたのですが、石川県内にはあまり選択肢がないんです。そこで、寮があることを条件

に、地域を問わず、いろいろな学校を調べ、見学もしました。そこで最終的にラ・サールを選んだのには２つ理由があります。１つ

は、寮の設備が一番整っていたこと。もう１つは、母が九州出身で、その弟である叔父がラ・サール卒（49期＝2000年３月卒）だ

ったのでいろいろ話が聞けたこと。それで、ラ・サール受験・進学を決意しました。

――陸上は小学校のころからやっていたんだよね？ 陸上の強豪校に、という考えはなかったの？

小田：そうですね、特には……小学校の頃はサッカーもしていたので、「部活がある程度できること」というのは進学先を選ぶ条

件の１つではあったけれど、陸上だけで生きていこうとか、そういう風には思わなかったです。

――改めて、中・高での戦績を。

小田：中学では全中（全国中学校体育大会）の男子２００ｍで２位（22.35秒）。高校では昨年（高２）、南九州大会の１００ｍで優勝

（１０ 61秒）。インターハイは１００ｍ・２００ｍともに予選まででしたが、国体では少年の部１００ｍで準決勝まで行きました（10.54.

秒）。最近だと、2月開催の日本室内陸上大会20歳以下の部でB決勝（予選９～16位が対象）まで進出しました。

――１日の平均的な過ごし方を教えてください。

小田：平日は7時起床で学校に行き、放課後18時半まで部活、その後下宿に戻って食事と入浴を済ませ、20時から24時まで学

習。休日は7時起床で11時まではクラブチームで練習、その後下宿に戻って昼食、13時～17時半まで学習、19時までに入浴と食

事を終え、再び19時～24時まで学習して就寝、です。

――それだけ学習時間をとりながら、陸上で結果を出すこととの両立は大変だと思うけれど、何か工夫していることは？

小田：高１の時は陸上でなかなか結果が出なかったんです。コロナもあって２ヶ月くらい満足な練習ができなくて出遅れてしまっ

たことと、学習面でもやはりいろいろと変化があったため、だと思うんですが、そのとき、たとえば早朝起きて勉強、なんてことを

やっていた時期もありました。でも、授業中に眠くなってしまうんですよね。これじゃ本末転倒だということで、起床時間・食事の時

間・就寝時間を固定してみたところ、生活にリズムが出てきて、授業中も眠くならずに集中できるようになりました。寮にいたこと

で自分の生活を思い通りに組み立てやすかったというのが良かったのだと思います。その頃から陸上の方も調子が良くなってき

て、秋の九州大会で100・200mともに5位に入りました。嬉しかったですね。「全国大会に行けるかも」と思えたのもこのときでし

た。それ以来、何にしても生活リズムを一定に整えることの大切さを痛感して、今も続けています。

――今年（高３）の目標は？

小田：インターハイと国体、両方で優勝すること。現実

的な言い方をすると「どちらも決勝まで進出すること」

ですね。大学受験を1年後に控えて勉強も忙しくなって

いるので、県などの強化合宿の際にいろいろ教えても

らった練習メニューをもとに効率的な練習方法を考

え、自分の一日の時間の使い方を見直すことで、学習

時間をいかに捻出するか、がカギになるんじゃないか

と思っています。

――遠方からラ・サールを目指す受験生に、ひとことお

願いします。

小田：鹿児島に縁が無いというか、親戚などがいない

人は、ラ・サールを遠く感じて、おじけづいてしまうか

もしれません。特に僕のように周囲にラ・サール進学者が少ない場合は、寂しい思いをするんじゃないかと心配になる人もいるで

しょう。でも、寮に入ると年齢・出身問わず、たくさんの友人が出来ます。しかもみんな多才で、自分にないものをもっている人ばか

りで、全然寂しくない。これが一生の財産になっていくんだと思います。そして、部活でも委員会活動でも、ラ・サールは勉強以外の

やりたいことに打ち込める環境にあります。勇気を出してラ・サールの門をたたいてください！
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本校では、多くの学年で担任や教科担当教員による「読書案

内」を定期的に発行し、生徒や保護者の皆さんにお届けしてい

ます。

2010年、中学1年の担任団が手分けして読書案内をまとめ、

印刷して生徒に手渡し、この取り組みが始まりました。その中

心が英語科の丸山晃先生です。それ以来、読書案内は各学年に

広がり、丸山先生も休むことなく毎月、本の話を書き続けました。その読書案内を始めて10年経ったところ

で、丸山先生はそれをまとめて『旅をする本』として出版されました。今後 （忙しい月を除いて）毎月、、

この本の内容やその後の文章などを、この学園通信でもお届けします。

今回は丸山先生の自己紹介です。
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本校教員が出場しました
本校教員チーム（一色慶哉先生（政経倫理 、浦川直大先生（数学 、） ）

佐藤和正先生（生物 、横田和也先生（英語 ）は全国128校による「全） ）

日本高校先生クイズ選手権」地区予選を勝ち抜き、3月10日に「九州・

沖縄・中国地区代表」として決勝大会に出場しました。その模様が3月

24日にTBS系列で全国放送され、本校チームはファイナル進出こそ逃し

たものの、クイズ研究会メンバーによる熱烈な応援を励みに、最後ま

で粘り強く戦いました。

今、浦川先生の机の前には、決勝

大会で使われた名札と、メンバー・

応援団が皆お揃いでつけていた青い

リングが飾られています。

ところで、優勝賞金300万円をいた

だいて取り組むはずだった中庭の舗

、 、装工事ですが 優勝は逃したものの

。今年度取りかかることになりました

編集後記

このたびラ・サール学園に広報委員会が発足し、学校の情報を広く発信することになりました。その一環

としてこれから毎月1回程度、学園通信をお届けいたします。おそらく月により情報量が大きく変動します

が、学園のさまざまな行事や活動をご紹介しますので、ご愛読いただければ幸いです。この学園通信ととも

に、別の新企画も進んでおりますので、楽しみにお待ちください （第1号編集責任者 麻生善三）。

第1回 おにから

ȟȭǫȮȡ෧ƭႌአǑ【
】঍ƿʤ఺ȗȁțȮ

４限終了のチャイムと同時
に、生徒が走って買いにくる
「おにから弁当 「おにぎり」。
・からあげ・たくあん」が入
った、常に即完売、不動の人
気メニューです。
文化祭（６月 、入試説明）

会（10月）など来校の際には
ぜひご賞味ください★
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（クイズロゴは番組HPより）


